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弁当作りから「食」を学ぶ
　
11
月
５
日
、
東
山
中
学
校
で
「
弁
当
の
日
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
家
族
で
弁
当
の
献
立
を

考
え
、
弁
当
詰
め
ま
で
を
行
う
こ
と
で
、
親

子
の
ふ
れ
あ
い
、
食
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と

な
ど
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
今
回
は
同

校
の
１
年
生
36
人
が
、

校
外
行
事
の
清
水
山

散
策
に
合
わ
せ
て
、

弁
当
を
作
っ
て
持
参
。
栄
養
バ
ラ
ン
ス
や
色
ど

り
な
ど
が
考
え
ら
れ
た
個
性
豊
か
な
弁
当
を

楽
し
み
ま
し
た
。
生
徒
か
ら
は
「
火
加
減
の

調
整
や
盛
り
付
け
が
難
し
か
っ
た
」
な
ど
の
感

想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

自分たちで作った弁当を味わいました自分たちで作った弁当を味わいました

　
道
の
駅
み
や
ま
の
水
茶
屋
樹じ
ゅ
と
く
あ
ん

徳
庵

が
販
売
し
て
い
る
「
抹
茶
の
パ
フ
ェ
き

よ
み
ず
」
が
、
西
日
本
の
道
の
駅
で

販
売
し
て
い
る
冷
た
い
ス
イ
ー
ツ
の

人
気
投
票「
道
の
駅
ひ
ん
や
り
ス
イ
ー

ツ
総
選
挙
２
０
２
１
」
で
１
位
に
輝

き
ま
し
た
。
み
や
ま
産
の
と
こ
ろ
て

ん
の
上
に
、
抹
茶
の
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム

な
ど
が
の
り
、味
の
バ
ラ
ン
ス
が
好
評
。

八
女
茶
業
本
舗
の
内
田
繁
さ
ん
が

11
月
５
日
に
１
位
獲
得
を
市
長
に
報

告
し
、「
１
位
に
な
る
こ
と
が
で
き

て
嬉
し
い
で
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

道の駅みやまのパフェが西日本１位に

▲水茶屋樹徳庵を出店している八女茶業本舗の内田さん

1人1人が献立を考え弁当を持参1人1人が献立を考え弁当を持参

市政発展への尽力に感謝
　
11
月
８
日
、
み
や
ま
市
自
治
功
労
者
表
彰
式
が
み
や
ま
市
立
図
書
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
永
年
に
わ
た
り
市
政
運
営
に
功
績
が
あ
っ
た
方
々

６
人
と
２
団
体
を
表
彰
し
ま
し
た
。

※
（ 

）
内
は
在
職
年
数
で
す
。

▼
元
行
政
区
長
＝
木
庭 

桂け
い
じ次
さ
ん
（
12
年
）、
原 

裕ゆ
た
かさ
ん
（
10
年
）、
猪

口 

紘ひ
ろ
よ
し芳
さ
ん
（
10
年
）、
原
田 

求も
と
むさ
ん
（
10
年
・
遺
族
表
彰
）、
金
子 

俊と
し
ひ
さ久
さ
ん
（
８
年
）
▼
民
生
委
員
・
児
童
委
員
＝
前
𠩤 

晴は
る
き輝
さ
ん
（
10
年
）

▼
永
年
に
わ
た
り
社
会
奉
仕
活
動
を
続
け
た
団
体
＝
み
や
ま
市
女
性

倶く

ら

ぶ
楽
部

「
女
性
の
教
養
を
高
め
、
人

格
の
向
上
な
ら
び
に
会
員

相
互
の
親
睦
、
融
和
を
図

り
、
郷
土
社
会
の
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
」
を
目
的

と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
に
お
け
る
課
題
解
決
に

向
け
た
活
動
を
展
開
さ
れ
、

市
政
の
発
展
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。

▼
災
害
防
止
お
よ
び

救
助
に
特
に
功
績
の

あ
っ
た
団
体
＝
み
や
ま

市
女
性
防
火
倶
楽
部

「
家
庭
か
ら
火
を
出
さ
な
い

こ
と
」
を
目
的
に
、
火
災

予
防
思
想
の
普
及
と
地
域

防
災
力
の
向
上
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

みやま市と環境
問環境衛生課 循環型社会推進係 
　（℡ 32-8575）

生ごみ分別で持続可能な社会を目指しましょう
生ごみ収集の効果
　2020年度は市内で1,257トンの家庭生ごみを収集・資源化しました。みやま市の燃やすごみの量は生ごみ収集開始
前の10,249トン（2012年度）から6,155トン（2020年度）まで減少し、二酸化炭素排出量は9,632CO2トン（2012年度）から
5,827CO2トン（2020年度）まで削減されました。新ごみ焼却施設「有明ひまわりセンター」の建設負担額の削減にもつなが
り、財政負担の減少、環境にも優しい効果が生まれています。

集めた生ごみはどうなるの？
　集めた生ごみは、バイオマスセンタールフランに運ばれます。そこで細かく砕いて、し尿・浄化槽汚泥と一緒
に発酵させます。発酵時にできるメタンガスは発電に使われます。昨年は41万㌔㍗の電気が生み出され、
ルフランの電力として利用されました。消化液は液肥「みのるん」となり、240㌶の農地で利用されました。

バイオマスセンター
ルフラン

生ごみの資源循環

生ごみがルフランに
運ばれる

異物を確認する 発酵させて電気と
液肥を生み出す

液肥は農地に還元。
資源が循環する

生ごみに金属やプラスチックなどが混入していると危険です
　生ごみを分ける際、生ごみ桶

おけ

にスプーンやプラスチックなどの異物が混入していれば、バイオマスセンターの作業員が
手作業で取り除いています。異物混入は、機械の故障にもつながります。異物を混ぜないよう、ご協力をお願いします。

ごみの分別方法は市ホーム
ページをご覧ください

骨、内臓、エビの殻

皮 梅干し、柿の種

皮

コーヒーフィルター
お茶パック

つまようじ、割り箸
アクリルたわし

アルミパック 固形化した天ぷら油
生け花

※ビニール袋など、プラスチックが特に
異物として混ざっています。金属類やはさ
み、包丁が入っていることもあって、とても
危険です。

生ごみ桶
おけ
に混ざっていた異物

スプーン フォーク 包丁

たばこ はさみ 薬
など

！


